
2019年（平成31年）1月 第58号

M-NEWS（１） 

MIYAKOJIMA  CLUB 

E-mail  har1942umae@iris.ocn.ne.jp

〒234-0056
横浜市港南区野庭町696-6

TEL045-841-8885

一般社団法人浪速工業会
都島クラブ会報

馬江 治喜

題字デザイン A28（故）岡田 宏三

芳仲　宏

都島クラブ代表（E35）

一般社団法人浪速工業会・都島クラブ　現在会員数 ◆ 合計465名

◆Ｍ・機械90名、ＭＥ・機械電気24名◆Ａ・建築79名◆Ｅ・電気・電子工学158名◆Ｃ・土木・都市工学39名◆ＣＩ・工業化学・理数54名◆Ｌ・普通12名◆工専9名

2019年5月11日（土）

平成30年度

総会のご案内
一
般
社
団
法
人 

浪
速
工
業
会　

都
島
ク
ラ
ブ
の
今
年
度
の

総
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
多
忙
中
の

こ
と
と
お
察
し
致
し
ま
す
が
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の

上
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
0
1
9
年
5
月
11
日
（
土
） 

13
時
～
16
時

●
場
所　

東
京
住
友
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　
　
　

新
宿
区
西
新
宿
２
・６
・１　

新
宿
住
友
ビ
ル
47
階

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・０
３
・３
３
４
４
・６
２
８
５　
　
　
　
　
　

●
親
睦
会
会
費　

７
、
０
０
０
円
（女
性
会
員
は
４
、
０
０
０
円
）

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

新
規
卒
業
の
会
員
は
無
料

　
　

※
同
封
の
返
信
は
が
き
又
は
E
メ
ー
ル
に
て
、

　
　

3
月
31
日
ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
　

東京住友クラブ

にて開催します！

新宿住友ビル47階

昨年度の総会ご出席者

一般社団法人・浪速工業会・会費振込のお願い

嶋田　克幸 理事長、大内 維人 学校長　

参加者31名+来賓2名　合計33名

M34石川芳夫　M36西村　功　M42前田範行　M42山口忠雄

ME40松本良治　MEH16岡崎　彰

機 械 科
4名

機械電気科
2名

来　賓

A28酒井　保  A37森　芳信　A44水守恵子　A48田淵成明　
A57中谷卓司　A57信原利行　A59尾川浩之　A39高見　積    
　　　（同伴者）信原拓弥

建 築 科
9名

C333明見和彦　C37渡辺清風
土 木 科
2名

CI32松井駒治　CI34柴田幸次　CI37五十嵐三喜雄
I40菅家亘通　

工業化学科
4名

E20真鍋静夫　E28有井　章　E35田中　浩　E35芳仲　宏　
E36赤尾仁史　E36石垣英明　E36馬江治喜　E36笹治博司  
E36竹村繁幸　E57久保田弘

電 気 科
10名

都島クラブ・事務局・Ｅ36馬江　治喜

ＪＲ〔新宿駅西口〕より　徒歩8分

東京メトロ丸ノ内線〔西新宿駅〕より　徒歩3分

都営地下鉄大江戸線〔都庁前駅〕　直上

交通のごあんない

一般社団法人浪速工業会・都島クラブ総会

事務局からのお願いですが、毎年、年1回5月頃、本部（浪速工業会）より“浪速工業會報”と会費

振込用紙（￥3,000円）が届いていると思います。その3,000円の内1,000円が本部より都島クラブ

へ還元される事となっています。その1,000円が都島クラブの活動資金となります。因みに都島ク

ラブの振込者数の一部を記載しますと、平成12年（2000年）205名。平成15年(2003年)200名。平成

20年(2008年)149名。平成25年(2013年)98名。平成29年(2017年)85名と、ここ数年は100名を大きく

割っております。会員の皆様のご協力で今後も都島クラブの活動を維持致したく、ご協力の程宜し

くお願い申し上げます。なお振込用紙が無い場合は事務局へご連絡いただければ郵送いたします。

クラブ維持のためにいろいろ経費節減に努めております。例えば幹事会開催の場合、各幹事が有楽

町の貸会議場へ出席する場合、貸会議場の代金の一部として1千円の寄付を頂いて幹事会を開催し

ています。その他事務局も経費節減に努めています。何卒会員皆様のご理解を頂いて会費振込の

程、宜しくご協力お願い申し上げます。

多数ご参加ください
同期・先輩・後輩お誘いあわせの上

みんな笑顔の昨年度総会・親睦会の様子(平成30年5月19日）
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10
月
26
日
（
金
）
横
浜
市
の
み
な
と
み
ら
い

地
区
を
中
心
に
街
歩
き
を
し
な
が
ら
明
治
、
大

正
、
昭
和
初
期
の
技
術
の
歴
史
を
訪
ね
る
散
策

会
を
し
た
。
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
（
元
横
浜
駅
）
に

11
人
が
集
合
。
ま
ず
、
駅
近
く
の
鉄
道
発
祥
の

記
念
碑
、
当
時
の
乗
車
賃
や
旅
程
が
記
る
さ
れ

て
横
浜
駅
が
３
度
変
遷
し
た
こ
と
。
新
橋
駅
ま

で
50
分
（
現
行
28
分
）
要
し
た
な
ど
。
旧
駅
舎

は
な
い
が
、
東
京
・
汐
留
に
新
橋
駅
舎
が
同
じ

様
式
で
復
元
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
説
明
。
次

い
で
三
菱
重
工
の
石
垣
造
り
の
２
号
ド
ッ
ク
、

レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
た
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
帆

船
日
本
丸
係
留
地
（
１
号
ド
ッ
ク
）
、
桜
木
町

か
ら
波
止
場
ま
で
の
汽
車
道
（
現
在
は
遊
歩

道
）
、
遠
藤
於
莵
設
計
の
生
糸
検
査
場
外
壁

（
現
在
は
合
同
庁
舎
）
。
妻
木
頼
黄
設
計
の
旧

横
浜
正
金
銀
行
（
戦
後
は
県
立
博
物
館
）
。
外

観
は
当
時
の
姿
そ
の
ま
ま
の
ド
イ
ツ
式
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
様
式
、
周
辺
に
は
旧
銀
行
街
で
史
跡
指

定
の
銀
行
建
築
が
多
い
。
馬
車
が
往
来
し
た
繁

華
街
・
馬
車
道
、
明
治
の
写
真
師
・
下
田
蓮
杖

が
写
真
屋
を
開
業
し
た
所
の
カ
メ
ラ
記
念
碑
、

高
額
で
外
国
人
し
か
買
え
な
か
っ
た
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
発
祥
の
地
、
街
路
に
並
ぶ
最
初
の
ガ
ス

灯
並
木
な
ど
。
遠
藤
於
莵
が
設
計
し
た
地
震
に

強
い
旧
三
井
ビ
ル
（
日
本
最
初
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
築
は
現
在
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
オ
フ
ィ
ス
と

し
て
使
用
）
。
発
展
記
念
館
で
最
初
の
卵
形
水

道
管
、
日
本
人
と
西
洋
人
居
留
地
を
分
け
た
日

本
大
通
り
（
最
初
の
舗
装
道
路
、
マ
グ
ダ
ム
式

舗
装
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
以
前
の
舗
装
路
で
砂
利

道
）
が
敷
か
れ
た
な
ど
技
術
の
歴
史
を
訪
ね
歩

い
た
。
横
浜
３
塔
（
県
庁
・
キ
ン
グ
、
税
関
・

ク
イ
ー
ン
。
開
港
記
念
館
・
ジ
ャ
ッ
ク
）
こ
の

３
塔
を
見
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
県
庁
、
税
関
と
も
に
外
壁
工
事
中
で
覆
い

さ
れ
て
不
可
だ
っ
た
。
最
後
に
日
本
最
大
の
中

華
街
。
街
は
ず
れ
の
湿
地
帯
が
な
ぜ
発
展
し
た

の
か
、
３
刃
（
料
理
、
床
屋
、
被
服
）
を
生
業

と
し
た
華
僑
の
歴
史
説
明
を
し
て
広
東
料
理
店

で
懇
親
会
と
な
っ
た
。
前
年
、
東
京
・
六
甲
ク

ラ
ブ
で
の
科
学
技
術
史
の
座
学
を
し
て
、
そ
れ

に
沿
っ
た
建
築
中
心
の
歴
史
探
訪
だ
っ
た
が
、

当
初
予
定
の
前
川
国
男
設
計
の
音
楽
堂
（
木
の

ホ
ー
ル
）
は
耐
震
工
事
の
た
め
休
館
だ
っ
た
。

い
ず
れ
も
年
に
１
回
公
開
日
が
あ
る
の
で
再
訪

し
た
い
と
思
う
。

　

私
が
関
東
に
来
た
の
は
、
2
0
1
0
年
の
春

の
事
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
が
、
さ
い
た
ま
市
に
あ
っ
た
職
場
へ

の
就
職
が
決
ま
っ
た
た
め
、
大
阪
か
ら
埼
玉
に

移
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
紆
余
曲
折
あ
り
、
8

年
半
経
っ
た
2
0
1
8
年
10
月
、
大
阪
へ
戻
る

事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
関
東
で
の
生
活
の
中

で
、
と
り
わ
け
精
神
的
な
支
柱
と
し
て
浪
速
工

業
会
都
島
ク
ラ
ブ
が
私
の
中
で
非
常
に
大
き
な

存
在
で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
私
が

就
職
活
動
を
し
て
い
た
2
0
0
9
年
は
、
世
間

で
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
非
正
規
雇
用
な
ど
、

働
く
事
に
関
し
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
先
行

し
て
い
た
時
期
で
し
た
。
内
心
、
「
就
職
で
き

た
の
は
良
い
が
、
い
つ
解
雇
さ
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
」
と
、
お
ど
お
ど
し
た
面
を
持
ち
な
が

ら
勤
め
始
め
ま
し
た
（
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な

事
は
勿
論
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
）
。
そ
の
よ

う
な
中
、
大
阪
か
ら
離
れ
た
関
東
で
も
多
く
の

都
工
卒
の
先
輩
方
が
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
聞

き
、
総
会
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
当
時
私
は
24

歳
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
先
輩
方
は
殆
ど

三
回
り
以
上
年
上
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

で
す
が
皆
様
活
力
溢
れ
る
方
ば
か
り
で
、
温
か

く
、
と
言
う
よ
り
も
熱
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

都
島
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
で
は
、
今
ま
で
経
験

し
て
こ
な
か
っ
た
多
く
の
事
に
触
れ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
工
場
や
建
築
物
の
見
学
と

い
っ
た
各
学
科
の
特
徴
あ
る
事
は
勿
論
、
陶
芸

や
絵
画
鑑
賞
の
よ
う
な
芸
術
、
諸
先
輩
方
か
ら

拝
聴
し
た
知
識
・
経
験
・
歴
史
、
美
味
し
い
料

理
と
お
酒
、
娯
楽
等
々
、
す
ぐ
に
思
い
つ
く
だ

け
で
も
様
々
な
思
い
出
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

特
に
、
2
0
1
8
年
3
月
の
第
4
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ
で

は
、
私
が
主
で
技
術
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
が
都
島
ク
ラ
ブ
に
最
も
貢
献
で
き
た
出
来

事
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
関
東

で
の
8
年
半
は
、
先
輩
方
か
ら
色
々
頂
戴
す
る

事
が
殆
ど
で
し
た
。
私
か
ら
先
輩
方
に
お
返
し

で
き
る
事
は
、
こ
の
若
輩
者
の
身
で
は
少
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
が
今
で
き
る
事
は
、
自

分
自
身
が
先
輩
と
い
う
立
場
に
立
っ
た
時
、
先

輩
へ
は
勿
論
で
す
が
、
特
に
後
輩
へ
何
か
を
す

る
た
め
に
、
よ
り
良
い
自
分
で
あ
る
事
だ
と
考

え
ま
す
。
ま
た
私
が
切
に
願
う
の
は
、
皆
の
結

束
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
自
他
共
に
活
力
を
生
み
、

誇
り
を
持
っ
て
何
事
に
も
進
ん
で
い
け
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
向
上
心
と
結
束
の
心
で
、
都
工
、

浪
速
工
業
会
の
益
々
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。
末
筆
な
が
ら
、
こ

の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
都
島
ク
ラ
ブ
、
諸
先
輩
方
、
関
係
者

の
皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

都
島
ク
ラ
ブ
に
感
謝
を
込
め
て

横
浜
の
科
学
技
術
史
を
訪
ね
る

島
ク
ラ
ブ
・秋
の
散
策
会

2019年（平成31年）1月 第58号

第4回MMSにて講師をする岡崎氏

M
E
H
16　

岡
崎　

彰

M
32　

貞
廣　

長
昭

★第2回MMS連動企画★
都

謝感

大
阪
→
関
東
→
大
阪

みなとみらいを散策中神奈川県立歴史博物館

1号ドック・日本丸前で記念写真 横浜市開港記念会館

鉄道発祥記念碑にて
レクチャーをする貞廣氏

2017年総会・懇親会にて岡崎氏とご家族

2016年青甍会イベント
旧岩崎邸庭園にて



M36　西村　功氏
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第
5
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ
を
9
月
21
日
（
金
）
有
楽
町

帝
劇
地
下
2
階
の
六
甲
ク
ラ
ブ
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
講
師
は
母
校
卒
業
後
、
定
年
ま
で
三

菱
重
工
（
株
）
に
勤
務
さ
れ
て
、
主
に
エ
ン
ジ

ン
関
係
の
仕
事
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
Ｍ
36
卒

　

西
村　

功
氏
で
し
た
。
テ
ー
マ
は
《
4
0
年

前
の
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
・
ニ
ー
ハ
オ
か
ら
ザ
イ

ツ
ェ
ン
ま
で
》
で
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
を
写
し
な

が
ら
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者

は
総
勢
12
名
で
初
参
加
と
し
て
講
師
と
同
期
の

福
田
忠
雄
氏
が
参
加
さ
れ
、
多
く
の
質
問
も
出

て
活
発
な
Ｍ
Ｍ
Ｓ
で
し
た
。
終
了
後
希
望
者
の

み
で
近
く
の
居
酒
屋
で
懇
親
会
を
し
て
散
会
と

し
ま
し
た
。

　

Ａ
57
卒
信
原
さ
ん
の
発
案
で
、
始
め
ら
れ
た

Ｍ
Ｍ
Ｓ
も
早
い
も
の
で
今
回
で
5
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
当
初
Ｍ
Ｍ
Ｓ
を
始
め
た
目
的
は
母

校
・
都
島
工
業
高
校
を
卒
業
し
て
、
数
十
年
過

ぎ
て
第
一
線
を
退
い
た
が
、
そ
の
数
十
年
に
培

わ
れ
た
経
験
等
を
若
い
後
輩
へ
引
き
継
い
で
い

こ
う
と
い
う
趣
旨
で
始
め
ま
し
た
が
、
参
加
者

に
若
い
卒
業
生
の
参
加
が
少
な
く
少
し
残
念
に

感
じ
て
い
ま
す
。
良
い
企
画
で
す
の
で
、
今
後

も
続
け
て
い
き
た
く
、
若
い
卒
業
生
の
参
加
を

希
望
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
す
る
に
つ
い
て
ご

希
望
が
あ
れ
ば
事
務
局
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
事
務
局
・
馬

江
ま
で
ご
連
絡
を
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
11
月
2
日
（
金
）
、
成
世
昌
平
氏
（
Ｃ

Ｉ
45
卒
・
堀
辺
茂
樹
氏
）
の
《
成
世
昌
平
フ
ァ
ン
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
》
に
参
加
し
ま
し
た
。
場
所
は
東
京
八

重
洲
口
よ
り
徒
歩
5
分
の
所
で
会
費
5
0
0
0
円
（
飲

み
放
題
・
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
お
食
事
・
カ
ラ
オ
ケ
あ

り
）
で
成
世
氏
同
期
の
藤
原
啓
治
氏
よ
り
ご
案
内
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
の
【
は
ぐ
れ
コ
キ
リ

コ
】
か
ら
始
ま
り
、
最
新
曲
の
《
鈴
鹿
峠
》
の
披
露
が

あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
成
世
節
に
聞
き
惚
れ
ま
し
た
。
竹

　

2
0
1
8
年
10
月
20
日
（
土
）
夜
、
大
阪
・
堂
島
の

居
酒
屋
「
ゆ
ず
ほ
の
か
」
で
開
催
さ
れ
た
建
築
科
57
年

卒
の
同
窓
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
担
任
の
出
雄
先

生
は
今
回
は
ご
都
合
が
付
か
ず
欠
席
さ
れ
ま
し
た
が
、

14
名
が
参
加
し
、
製
図
の
授
業
や
修
学
旅
行
な
ど
の
懐

か
し
い
話
に
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
卒
業
後
か
な

り
の
年
数
が
経
っ
て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
こ
う
し
て
楽

し
い
同
窓
会
が
出
来
る
の
は
幹
事
を
し
て
く
れ
て
い
る

同
級
生
の
前
川
岳
夫
氏
の
お
か
げ
で
す
。　

感
謝
！

川
美
子
さ
ん
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
も
あ
り
久
し
ぶ
り
に
楽
し

い
ひ
と
時
で
し
た
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
役
の
藤
原
さ
ん
よ

り
今
回
案
内
を
直
近
で
頂
き
ま
し
た
が
、
次
回
は
も
っ

と
早
く
案
内
を
し
て
ほ
し
い
旨
伝
え
ま
し
た
。
次
回
ご

参
加
希
望
の
会
員
は
事
務
局
馬
江
ま
で
お
知
ら
せ
い
た

だ
け
れ
ば
先
方
よ
り
連
絡
あ
り
次
第
事
務
局
よ
り
連
絡

し
ま
す
。

第
5
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ
の
報
告

E
36　

馬
江　

治
喜

E
36　

馬
江　

治
喜

M
M
S
事
務
局
よ
り

Ｍ
Ｍ
Ｓ
事
務
局

皆
様
の
ご
参
加
お
願
い
し
ま
す

Miyakojima
Club
Meeting
Salon

Miyakojima
Club
Meeting
Salon

MMS
05

MMS
06

第5回　MMS
開催日：2018年9月21日
題名：40年前の中国ビジネス・
ニーハオからザイツェンまで
講師：M36　西村　功氏

第
6
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ 

開
催
の
ご
案
内

成
世
昌
平
フ
ァ
ン
・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
参
加
し
て

　

第
6
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ
を
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。

先
輩
や
後
輩
が
技
術
を
題
材
と
し
た
こ
れ
ま
で
の

経
験
、
伝
承
し
た
い
こ
と
を
語
り
、
後
輩
に
お
い

て
は
各
分
野
で
の
現
状
報
告
や
最
新
の
状
況
を
先

輩
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
会
員
間
の
親
睦
を

図
り
ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
終
了
後
は
付
近
で
の

懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講　
　

師　

E
36　

赤
尾　

仁
史
氏

内　
　

容　

『
な
ぜ
、
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
は
ダ
メ

に
な
っ
た
の
か
。
な
ぜ
、
サ
ム
ス
ン
（
韓
）
は
世
界
一
の

半
導
体
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
た
の
か
。
な
ぜ
、
東
芝
の
一
事

業
部
の
メ
モ
リ
ー
事
業
が
2
兆
円
・
3
兆
円
で
評
価
さ
れ

る
の
か
。
』

開 

催 

日　

3
月
22
日
（
金
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分 

開
催
場
所　

六
甲
ク
ラ
ブ
・
帝
劇
ビ
ル
B
2

会　
　

費　

2
0
0
0
円
（
懇
親
会
費
別
）

申
込
締
切　

3
月
5
日
（
火
）

申
込
方
法　

事
務
局
・
馬
江
ま
で
科
、
卒
年
、
氏
名

　
　

 

　
　

を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

　
　
　
　

 

て
御
申
込
み
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 0
4
5
-
8
4
1
-
8
8
8
5

Ｅ
メ
ー
ル 

h
a
r
1
9
4
2
u
m
a
e
@
i
r
i
s
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

★赤尾　仁史氏（E36）略歴
学歴・資格
1961年　大阪市立都島工業高等学校　　　卒業
1983年　監督者訓練員(TWI)資格(通産省)　取得
1984年　中小企業診断士課程　　　　　　終了
2007年　リスクマネージメント・フェロー修得
1995年　品質工学会　会員
職歴
1961年　富士通信機製造株式会社　本社工場半導体生産技術課　入社
1980年　株)パイオニア半導体研究所(所長付)　　　　　　　　　
1985年　株)光電子工業研究所京都光電子(工場長)　　　　　　　
1986年　三星株式会社(韓国)半導体部門(器興工場・富川工場)　技術顧問　
1989年　LSI Logic Semiconductor Inc.製造部長・設備技術部長　
1996年　S&S株式会社　技術顧問　(半導体設備管理ソフト)
1998年　富士通LSIテクノロジー(株)　技術顧問　(半導体生産・設備・管理ソフト)
2005年　東北セミコン(株)　技術顧問　(有機EL製造技術)
2006年　引退　現在に至る

★第6回MMS★

♪はぐれコキリコ♬

なぜ、日本の半導体メーカーはダメになったのか。　
なぜ、サムスン(韓)は世界一の半導体メーカーになったのか。　
なぜ、東芝の一事業部のメモリー事業が2兆円・3兆円で評価されるのか。

演題

都島クラブ・技術を語る夕べ

報告

御案内

中国での技術交渉

MMS開催の様子

成世昌平さんとの記念写真

A57同窓会・中央が幹事前川氏

大
阪
で
の
同
窓
会

A
57　

信
原　

利
行
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訃報

見学会 報告

CI32年卒　 幸　龍三氏 　 2018年7月

M36年卒　　井口　征二氏　2018年3月

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

次号のMニュースは平成31年7月

発行予定です。

事務局メールアドレス

一般社団法人浪速工業会・都島クラブ事務局・馬江 治喜

har1942umae@iris.ocn.ne.jp

建築倉庫ミュージアム前での集合写真

自由の女神とレインボーブリッジ

橋脚の中に入る東京タワー

ガンダム前での集合写真

完成した陶芸作品

送別会での岡崎氏

くにたち自游工房にて

お台場での懇親会

　

毎
年
恒
例
の
青
甍
会
主
催
の
陶
芸
会
が
9
月

8
日
（
土
）
A
46
柚
木
寿
雄
氏
の
「
く
に
た
ち

自
游
工
房
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
5
名
で
、
13
時
半
か
ら
約
4
時
間
程
か
け
て

陶
芸
制
作
に
没
頭
し
た
後
、
国
立
駅
付
近
の
居

酒
屋
に
て
、
陶
芸
会
へ
も
家
族
で
何
度
も
参
加

さ
れ
て
い
て
、
今
度
大
阪
へ
帰
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
M
E
H
16
岡
崎
氏
の
送
別
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
送
別
会
へ
は
柚
木
氏
や
陶
芸
会
に
参

加
さ
れ
な
か
っ
た
合
流
組
も
交
え
て
、
12
名
の

参
加
で
遅
く
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

作
品
は
約
1
か
月
半
で
乾
燥
、
釉
薬
掛
け
、

焼
成
の
工
程
を
工
房
で
行
い
、
私
は
11
月
17
日

に
作
品
を
受
け
取
り
に
行
き
ま
し
た
。

　

今
年
で
東
京
公
演
連
続
21
回
目
と
な
り
、
本
当
に

継
続
は
力
な
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
続

け
て
頂
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
11
月
11
日
（
日
）

東
京
浅
草
見
番
（
会
員
５
名
参
加
）
。
翌
12
日

（
月
）
調
布
文
化
会
館
・
た
づ
く
り
８
階
・
映
像
シ

ア
ー
タ
ー
（
会
員
５
名
参
加
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
演
目
は
浅
草
見
番
が
「
質
屋
蔵
」
、
「
饅
頭
こ

わ
い
」
の
2
題
で
、
調
布
は
「
子
ほ
め
」
、
「
除
夜

の
雪
」
、
「
住
吉
駕
籠
」
の
3
題
で
、
浅
草
は
今
ま

で
何
回
か
参
加
し
ま
し
た
が
、
今
回
初
め
て
調
布
へ

参
加
し
ま
し
た
。
場
所
は
京
王
線
調
布
駅
よ
り
徒
歩

5
分
程
度
で
、
柔
ら
か
い
椅
子
席
で
腰
が
悪
い
私
に

は
、
何
の
苦
痛
も
な
く
、
桂
さ
ん
の
落
語
を
聞
く
事

が
出
来
ま
し
た
。
会
場
内
は
ほ
ぼ
満
員
で
大
変
楽
し

い
落
語
会
で
し
た
。
調
布
で
の
開
催
は
今
年
で
2
回

目
で
、
来
年
も
ぜ
ひ
調
布
で
開
催
し
て
も
ら
い
た
く

思
い
ま
す
が
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

決
ま
り
次
第
会
員
に
は
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
そ
の
時
は
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 

11
月
10
日
（
土
）
秋
晴
れ
の
日
に
青
甍
会
主
催

の
「
建
築
倉
庫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
見
学
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
品
川

区
天
王
洲
ア
イ
ル
に
あ
り
、
国
内
唯
一
の
建
築

模
型
専
門
の
展
示
、
保
存
施
設
で
す
。
「
建
築

倉
庫
」
と
は
寺
田
倉
庫
（
株
）
が
運
営
管
理
す

る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
国
内
外
で
活
躍
す
る
建
築

家
や
設
計
事
務
所
の
建
築
作
品
の
ス
タ
デ
イ
模

型
か
ら
完
成
模
型
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ

の
日
の
展
示
品
で
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
は

「
江
之
浦
測
候
所
」
1
/
1
0
0
模
型
で
舞
台

の
床
に
使
用
し
た
光
学
硝
子
（
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ

仕
様
）
や
敷
地
内
歩
路
に
使
用
し
た
京
都
市
電

の
敷
石
の
実
物
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
個
人
邸
」
は
1
/
3
0
模
型
で

室
内
家
具
や
人
物
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
サ
イ
ク
ロ
ン
シ
ェ
ル
タ
ー
」
は
1
/
5
0
模

型
で
ス
チ
レ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
作
っ
た
三
角
ブ

ロ
ッ
ク
を
組
み
合
わ
せ
て
ド
ー
ム
を
構
成
し
て

い
ま
し
た
。
別
棟
に
約
1
0
0
棟
の
模
型
が
展

示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
公
開
時
間
割
と
人

数
制
限
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
見
学
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
見
学
会
終
了
後
、
お
台
場
に
足
を

延
ば
し
ア
ク
ア
シ
テ
イ
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
で
懇
親
会
を
開
き
、
乾
杯
で
見
学
会
の
疲

れ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
た
。
日
常
の
情
報
交
換

や
学
生
時
代
の
想
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
あ
っ

と
い
う
間
に
2
時
間
が
経
ち
、
解
散
と
な
り
ま

し
た
。

　

青
甍
会
主
催
の
「
建
築
倉
庫
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
見
学
会
に
参
加
し
色
々
な
建
築
模
型
の
展

示
品
を
楽
し
く
見
学
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

お
台
場
の
夜
景
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
一

瑳
」
へ
。
イ
タ
リ
ア
ン
と
洋
風
鍋
で
皆
さ
ん
と

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
歓
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
テ
ラ
ス
よ
り
の
夜
景
が
実

に
素
晴
ら
し
く
、
思
わ
ず
デ
ジ
カ
メ
の
シ
ャ
ッ

タ
切
り
の
連
続
に
！
今
回
の
撮
影
を
し
た
夜
景

は
来
春
ク
ラ
ブ
の
展
示
会
に
二
点
出
品
す
る
予

定
で
す
。
見
学
会
に
参
加
し
て
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
し
り
一
石
二
鳥
で
し
た
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
、
自
由
の
女
神
、
東
京
タ
ワ
ー
の
夜
景

は
最
高
で
し
た
。　

（
左
の
写
真
は
笹
治
氏
撮
影
）

参
加
者　

A
28
酒
井
、
A
37
森
、
A
44
水
守
、
A

48
田
淵
、
A
57
信
原
（
同
伴
1
名
）
、
M
34
石
川
、

M
36
西
村
、
C
I
40
菅
家
、
E
35
芳
仲
、
E
35
田

中
、
E
36
赤
尾
、
E
36
馬
江
、
E
36
笹
治
、
E
36

竹
村
の
計
15
名
。

青甍会 建
築
倉
庫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

                      

を
見
学
し
て

陶
芸
会
の
報
告

第
21
回　

桂　

米
左

　
　
　
　
　
　

独
演
会
に
参
加
し
て

デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
を
楽
し
む

　
　
　

お
台
場
の
夜
景

E
36　

竹
村　

繁
幸

E
36　

笹
治　

博
司

A
57　

信
原　

利
行

独演会
桂 米左

皆様の原稿をお待ちしています！

事務局までお送り下さい。 E
36　

馬
江　

治
喜
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